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　前
回
は
、
立
地
適
正
化
計
画
に
定
め
る
居

住
誘
導
区
域
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
説
明
し

ま
し
た
。

　今
回
は
、
筑
後
市
立
地
適
正
化
計
画
で
定

め
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
将
来
の
都
市

構
造
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　同
計
画
で
は
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
や
居

住
の
適
正
な
誘
導
を
図
り
、
公
共
交
通
と
連

携
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
利
便
性
の
高
い
、
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　筑
後
市
は
、
九
州
新
幹
線
お
よ
び
鹿
児
島

本
線
の
４
つ
の
駅
と
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
国
道
を
有
し
、
交

通
の
要
衝
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
田
園

地
帯
が
広
が
り
、
ゆ
と
り
あ
る
居
住
地
と
自

然
と
の
調
和
が
魅
力
で
す
。
そ
の
特
徴
を
生

か
し
、
ゆ
と
り
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
複
数
の
拠
点
地
域

を
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
「
多

極
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
を
め
ざ
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　将
来
に
お
け
る
都
市
の
骨
格
構
造
に
つ
い

て
は
、
交
通
施
設
や
公
共
施
設
、
人
口
の
集

積
状
況
な
ど
を
基
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
の
拠
点
設
定
の
考
え
方
を
踏
ま
え

な
が
ら
、「
中
心
拠
点
」、「
広
域
交
流
拠
点
」、

「
生
活
拠
点
」、「
地
域
拠
点
」
と
い
っ
た
「
４

種
類
の
拠
点
」
を
設
定
し
ま
す
。

▪
中
心
拠
点
（
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
周
辺
地
区
）

　筑
後
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
市
民
生

活
の
中
心
地
と
し
て
、
行
政
・
福
祉
・
子
育

て
・
商
業
・
医
療
な
ど
の
多
様
な
都
市
機
能

の
維
持
や
土
地
の
高
度
利
用
を
行
う
地
区
で

す
。

▪
広
域
交
流
拠
点
（
Ｊ
Ｒ
筑
後
船
小
屋
駅

お
よ
び
船
小
屋
温
泉
周
辺
地
区
）

　県
南
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
、
矢
部
川

流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図

り
、
船
小
屋
温
泉
や
Ｊ
Ｒ
筑
後
船
小
屋
駅
周

辺
の
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を

生
か
し
た
観
光
交
流
の
促
進
を
行
う
地
区
で

す
。

▪
生
活
拠
点
（
羽
犬
塚
・
長
浜
・
船
小
屋
・

松
原
）

　地
域
住
民
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
中
心

的
な
場
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
身
近
な
都

市
機
能
の
維
持
・
誘
導
を
行
う
地
区
で
す
。

▪
地
域
拠
点
（
筑
後
北
・
西
牟
田
・
水
田
）

　生
活
利
便
性
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
自

然
環
境
と
調
和
し
た
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を

行
う
地
区
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　「４
種
類
の
拠
点
」
以
外
に
も
、
小
学
校

を
中
心
に
、
複
数
の
集
落
が
集
ま
る
地
区
に

つ
い
て
は
暮
ら
し
や
す
さ
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
現
在
の
集
落
機

能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　こ
の
た
め
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
を
支
援
し
、
協
働
に
よ
る
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
拠
点
地
域
に
立
地
す
る
生
活
利
便
施
設

に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
公
共
交

通
網
の
維
持
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

【問合せ】都市対策課（☎65-7028）

　平成26年8月に都市再生特別措置法の改正に伴い、コンパクトシ
ティの形成を推進する立地適正化計画策定が制度化され、筑後市でも
平成31年度から着手しています。
　7月からシリーズで立地適正化計画に関する制度や計画の内容を、
分りやすく紹介しています。
　今回は「まちづくりの方針と
　　　　　将来の都市構造について」です。 都市対策課長が説明します！

～持続可能なまちづくり～シリーズ 立地適正化計画

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

前回までの記事はこちら▶

▪都市の骨格構造図（案）
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前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

田
園
集
落
（
既
存
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落
）

将
来
の
都
市
構
造

「
筑
後
市

立
地
適
正
化
計
画（
案
）」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　こ
の
計
画
（
案
）
に
関
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
公
開
・
提
出
期
間
】
12
月
７
日
（月）
～

24
日
（木）

【
公
開
場
所
】
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
窓
口
、
都
市

対
策
課
、
サ
ン
コ
ア
１
階
ロ
ビ
ー

【
意
見
の
提
出
方
法
】
電
子
申
請
ま
た

は
「
公
開
場
所
」
に
あ
る
意
見
提
出
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
12
月
24
日
（木）

ま
で
（
必
着
）
に
、直
接
ま
た
は
郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
都
市
対
策

課
（
〒
833
‐
８
６
０
１
〈
住
所
不
要
〉

N
�
０
３
３
５
Qtotai-keikaku@

ci
ty.chikugo.lg.jp

）
へ
。

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼九州新幹線

筑後船小屋駅

凡　例
【拠点】 【公共交通ネットワーク】 【その他】

中心拠点 鉄軌道軸 市域

広域交流拠点 バス路線軸 用途地域

生活拠点 コミュニティ交通域 小学校区界

地域拠点 幹線軸（幹線道路） 田園集落

広域幹線軸（主要幹線道路）


